
第13回配本

姫路市史第一巻
本編自然

上
監修神戸大学名脊教投

八木哲浩

` 山崎断層
（京都大学教授 岡 l1_l約正 作成）

地
形
の
誕
生
日
を
求
め
て神戸

大
学
名
脊
教
授

姫
路
史
編
躯
専
門
委
員
田
中
慎
吾

近
畿
地
方
で
は
地
形
の
形
成
年
代
を
決
め
る
手
だ
て
を
長
く
も
た
な
か
っ
た
。
そ

れ
は
近
畿
地
方
に
は
関
東
地
方
の
よ
う
に
、
地
表
を
火
山
灰
が
覆
っ
て
い
る
よ
う
な

こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
火
山
灰
の
噴
出
年
代
か
ら
地
形
の
形
成
年
代
を
知
る
方
法

が
使
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ

2
0数
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
近
畿
で
も
山

頂
・
山
麓
の
堆
積
物
中
に
火
山
灰
を
見
つ
け
だ
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
山

頂
部
や
山
麓
の
地
形
に
つ
い
て
は
年
代
決
定
の
端
緒
が
開
か
れ
て
き
た
、
し
か
し
、

低
地
で
は
依
然
と
し
て
難
し
か
っ
た
。

加
古
川
と
明
石
川
の
間
に
は
、
い
な
み
の
台
地
が
あ
る
が
、
複
雑
な
台
地
地
形
と

さ
れ
、
そ
の
確
と
し
た
形
成
年
代
は
長
く
不
明
で
あ
っ
た
。
海
岸
沿
い
で
は
洵
成
の

段
丘
地
形
で
あ
る
こ
と
が
一
九
七
0
年
代
に
な
っ
て
よ
う
や
く
知
ら
れ
て
き
た
。
播

磨
の
自
治
体
史
の
調
沓
か
ら
、
こ
の
悔
成
の
い
な
み
の
台
地
の
洵
岸
沿
い
の
多
段
の

段
丘
地
形
を
、
ユ
ー
ゴ
の
故
学
者
ミ
ラ
ン
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
が
気
候
変
化
の
原
因
と
し
て

唱
え
た
天
文
学
説
に
の
っ
と
り
、
幻
万
年
周
期
に
よ
る
梅
水
面
の
上
昇
・
下
降
に
と

も
な
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
だ
と
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
地
形
の
構
成
物
中
に
形
成
年

代
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
形
を
作
る
侵
食
作
用
、
営
力
の
規
則
的
な
変
化
に

着
目
し
て
、
そ
の
対
応
の
下
で
形
成
さ
れ
る
地
形
の
形
成
年
代
を
説
明
し
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
海
成
段
丘
形
成
時
の
旧
汀
線
が
東
に
傾
き
上
が
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
台
地
は
年
々
、
明
石
で
o
.
2
5
m
m
、
加
古
川
で
o
.
l
2
5
m
m
ず

つ
、
傾
動
隆
起
し
て
い
る
こ
と
が
判
っ
て
き
た
。

一
方
、
播
磨
の
西
部
で
は
、
折
保
川
・
千
種
川
の
中
・
下
流
で
は
段
丘
地
形
は
皆

無
で
あ
る
。
ま
た
、
海
岸
は
御
津
町
七
曲
が
り
海
岸
か
ら
赤
穂
市
福
浦
の
先
ま
で
、

沈
水
洵
岸
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
西
播
磨
で
は
大
地
の
沈
降
現
象
が

日
立
っ
て
い
る
。
そ
の
実
態
は
御
津
町
低
地
で
の
岩
盤
に
達
す
る

9
0
mボ
ー
リ
ン
グ

と
か
、
赤
穂
の
デ
ル
タ
下
の
資
料
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
結
果
は
前
者

で
年
々
o
.
0
7
m
m
、
後
者
で
o
.
7
m
m
の
割
合
で
沈
降
し
て
い
た
。

姫
路
市
史
で
は
、
播
磨
の
各
地
の
地
形
の
誕
生
日
や
、
東
高
西
低
と
い
う
わ
れ
わ

れ
の
五
官
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
大
地
の
動
き
を
ま
と
め
、
明
ら
か
に
し
た
。
祈
し
い

時
代
の
播
磨
の
大
地
の
持
つ
特
質
を
浮
き
彫
り
に
す
る
と
共
に
、
今
や
播
庖
が
地
形

的
に
は
山
上
か
ら
洵
岸
ま
で
日
本
で
最
も
形
成
年
代
の
わ
か
っ
た
地
域
で
あ
る
こ
と

を
語
る
。



内案刊
第．
lul
配
本（
昭
和
六
t•

如＇）

◎
姫
路
市
史
第
十
四
巻

別
編

姫
路
城

A
5
判

1
姫
路
城
の
歴
史

2
姫
路
城
の
構
成

3
姫
路
城
昭
和
の
大
修
理

4
姫
路
城
の
文
学・
話
辿

5
打
料
紺

付
図
（
別
箱）
姫
路
城
郭
図

頒
価

五、
Ji
0
0
円

送
料

五
0
0
円

第一．
M
陀
本（
平
成
元
年）

◎
姫
路
市
史
第
十
二
巻

史
料
編

近
現
代
1

明
治
前
期・
後
期
1
行
財
政
と
政
治
2
教
脊

3
産
業
と
経
済

付
図
（
別
箱）
姫
路
巾
街
凶、
飾
西・
飾
東
郡
全
図
衿

領
価

六、il
O
O
円

送
科

五
0
0
円

第
四
M
配
本（
平
成
四
年）

◎
姫
路
市
史
第
三
巻

本
編

近
世
l

A
5
判

硲
溜
体
制
の
成
立
期

歴
佃
期

展
開
期
そ
れ
ぞ
れ
の
姫
路

付
図
（
別
箱）
姫
路
城
下
諸
町
絵
図
梨・
餡
翌叫
固

碩
価

五、
四
0
0
円

送
料
五
0
0
円

弟
t
luJ
配
本（
平
成
ヒ
年）

◎
姫
路
市
史
第
十
五
巻

中

彫
刻

絵
両

工
芸

石
造
美
術

付
図
（
別
箱）
姫
路
市
文
化
財
分
布
地
図

頒
価
――-、
五
0
0
円

送
科

五
0
0
円

第
八
回
配
本（
平
成
八
年
）

◎
姫
路
市
史
第
十
一

巻

上

史
料
編

近
世
2

4
姫
路
町
と
飾
万
津
町

5
村
況
の
記
録

参
考
史
科

皇
囚
地
誌

付
図
（
別
箱）
姫
路
城
下
町
絵
図·
肝
読
図
（
各
四
点）

領
価

六、
四
0
0
円

送
科
五
0
0
円

第
九
阿
配
本（
平
成
卜
年）

◎
姫
路
市
史
第
七
巻

上

沼
料
編

自
然

A
5
判

気
候

地
質

地
形

土
壌

柚
生•
海＂沿

都
市
地
域
構
＂心

街
迫

付
図
（
別
箱）
姫
路
市
地
形・
地
質
図

姫
路
市
店
耕
地・
林
地
土
坑
図

姫
路
市
の
街
泊
と
迎
柁
凶

狛
価

五、
六
0
0
円

送
料

第
|
lw
配
本(
f
成
十；
年
）

◎
姫
路
市
史
第
十
一

巻

下

史
料
編

近
世
3

A
5
判

九――
二

頁

6
溜
政
史
料

7
町
方
史
料

8
村
方
史
科

9
文
芸・
教{"·
宗
教

10
硲
末
期
の
政
梢

袖
逍

付
図
（
別
箱）
姫
路
城
内
冊
輪
絵
同
（
二
次
本
多
時
代）
姫
路
城
下
llj
絵
凶
（
二
次
本
多
時
代）

領
価

五、
七
0
0
円

送
料

五
0
0
円

万
0
0
円

別
編

文
化
財
編
ー

姫
路
市
現
存
梢
生
図

四
四
五
頁

A
5
判

八
七
五
頁

A
5
判

第
六
皿
配
本（
平
成
パ
年）

◎
姫
路
市
史
第
十
三
巻

上

史
料
編

近
現
代
2

A
5
判

大
正
期
1
行
財
政
と
政
治
2
陀
党
と
経
済

3
軍
事
と
教
脊

4
社
会
と
文
化

昭
和
前
期
1
行
財
政
と
政
治
2
産
業
と
経
済
3
軍
事
と
教
{
IJ

4

社
会
と
文
化

付
凶
（
別
箱）
姫
路
市
全
図．
jfj
勢
要
究
（
大
正
十
三
年）

広
畑
都
市
JI
画・
飾
磨
都
市
計
画
地
域
指
定
ial
（
昭
和
十
三
年）

頒
価

六、
五
0
0
円

送
料

五
0
0
円

五
八
六
頁

姫
路
市
土
地
利
m
凶

五
五
三
頁

九
五
六
頁

九
ニ
ニ
貞

第一
M
配
本(
IIH
fll
六
|^

年・）

◎
姫
路
市
史
第
十
巻

史
料
編

近
泄
l

A
5
判

九
一

八
頁

1
姫
路
藩
史
科
］
（
池
田
1
三
次
松
平
氏
時
代）

2
姫
路
溜
史
利
ll
（
酒
井
氏
時
代）

3
硲
府・
諸
溜
史
料

付
図
（
別
箱）
姫
路
城
下
町
絵
図．
鮒
読
園

領
価

六、
三
o
o
rrJ

送
科

五
O
O
E

A
5
判

八
四
四
頁

4
社
会
生
活
と
文
化

5
半
平
等

第
五
冊
配
本（
平
成
四
年）

◎
姫
路
市
史
第
十
五
巻

上

別
編

民
俗
編

A
5
判

七
七
九
頁

年
中
行
巾

祭
礼

民
間
信
仰

人
生
依
礼

請
琺
と
民
具

絵
馬

民
誼
と
伝
汲

方『口
等

頒
価

五、
三
0
0
円

送
科
五
0
0
円

第十三回配本第一巻上購読串込について
第
卜．
皿
削
本（
平
成
卜；
年
）

◎
姫
路
市
史
第
十
五
巻

下

別
編

文
化
財
編
2

寺
院

神
社

武
家
屈
敷・
民
家

町
家
と
町
並
み

近
代
建
築

付
Iii
（
別
箱）
播
協
姫
路
図
（
二
次
本
多
時
代）
市
史
掲
載
建
築
物
分
布
地
図

頒
価

五‘-―1
0
0
円

送
科

五
O
O
IIl

節
ト一．
M
忙
本（
平
成
r
:1
年
）

◎
姫
路
市
史
第
五
巻

上

本
編

近
現
代
1

A
5
判

八
0
七
頁

明
治
維
新
と
姫
路
l
lig
瑞
骰Ill
ぷ

2
行
政
楼
構
の
変
忍

3
維
新
期
の
経
済
改
革

4
教
脊
制
度
の
改
ー

5
殖
背
典
染
政
策
IC
の
経
済

6
社
会
牛
活
と
文
化

7
自
由
民
権
述
動

姫
路
市
政
の
成
立
と
展
開
1
姫
路
市
の
成
立

2
日
泊•
El
紺
戦
争
期
と
姫
路

頒
価

万、
0
0
0
円

送
科

莉
0
0
円

•

本
の
体
裁

中
性
裔
質
紙
使
用

A
5
判、

本
文
五
九
六
頁、

上
製
本、

装
丁
用
織
物
表
紙

貼
函
入

姫
路
市
と
そ
の
周
辺
の
地
質
（
後
藤
栂
禰）

1

姫
路
の
地
質
が
作
ら
れ
し
前
に

2

姫
路
市
付
近
の
地
質

3

姫
路
市
の
基
盤

4

占
生
代
の
応
蔽
r
'、

中
生
代・
新
礼
代
（
節＝
紀）
の
姫
路〗五
後
藤
博
彊•

井士
団・
r.）
-

l
-―im宜
紀・
ジ
ュ
ラ
紀
の
姫
路

2

白
亜
紀
前
期
の
鉛
路

、．．`
丸ヽ
・

3

白
亜
紀
後
期
の
姫
路

4

新
生
代
な
程
紀）

の姫
路

l
r
.
』

『

｀
｀
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播
庖
の
起
伏
の
成
立
（
田
中
碩
吾）

r，
J
モ

1

播
庖
と
そ
れ
を
と
り
ま
く
起
伏

2

束
播
内
の
丘
陵·
台
地

．

第
四
紀
に
作
ら
れ
た
播
窮
と
そ
の
囚
辺
の
地
形
（
田
巾
碩
“g
.

、

1

播
窮
の
大
地
の
自
然
界
を
支
配
し
た
原
珂・
原
則

．，

f

し

2

第
四
紀
に
播
肥
と
そ
の
周
辺
に
作
ら
れ
た
地
形

ぶr-[
+’
文

姫
路
市
と
そ
の
周
辺
の
地
形
（
田
中
慎
吾）

し
、
．

．
 』

1

市
川
流
域
の
地
形

2

歩
前
川
·
5宜
牛
JII・
大
津
茂
川
流
戌
の

11

`
L'
ー

9

i
＿

 

3

柑
保
川
流
域
の
地
形

4

播
磨
平
野
の
地
形

自
然
史
の
妓
動
の
中
の
姫
路
（
田
中
浜
吾）

．

1

古
い
脈
動
を
涸叩
る
播
府
の
払
盤
岩

2

新
し
い
}以
動
を
品
る
播

窮少・
地
形

3

大
地
の
動
き・
年
代
を
成叩
る
播
磨
の
地
形

4

播
れ
の
大
地
の
傾
勁
運
動
の
ま
と
め

地
誌
（
成
瀬
敏
郎・
附
埜
猛•
田
中
智
彦）

[
 

1

姫
路
市
の
地
域
構
造

2

各
流
岐
の
地
t1

絵
図
に
み
る
娯
観
（
久
武
哲
也）

1

山
の
娯
観

2

村
里
の
乱
観

3•
川
と
海
辺
の
屎
観

-

．

頒

価

五、
0
0
0
円

送
料
五
0
0
円

•

発
売
予
定

平
成
十
三
年
十
月

ト

r

,

t

,

．

頒
布
方
法

直
接

屈

雷

腐
性

城
内
図
苫
館

史
料
整
理
担
当

〗
。
一

ー
（
市
役
所
1
階）
で
お
求
め
く
だ
さ
し

9
』
•

F

一

市
政
梢
報
セ
ン
タ

f



．
申
込
先

熾暉’
内

図ぼ
暉，J
史

料澤韮胆心コ―

〒
六
七
0
1
0
0―
二
姫
路
市
本
町
六
沢
ー
ニ
五
八
(
H
本
城
郭
研
究
セ
ン
ダ
ー
内）

f

J
”

l

平器
話
(
O
七
九
二）

八
九
ー
四
八
八
ぷ
全r
A
X

八
九
1

四
八
f
-
）

9
,
 

3
産
業
革
命
期
の
経
済

A
5
判

八
〇
六
頁

4
教
介
と
文
化

発刊当時のチラシにつき表示されていない巻もありますが、姫路市史は全巻（１６巻２３冊）発刊済です。
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